
 

広域避難場所の見直し結果について 

 

市では、地震による大規模な火災が発生した際に、緊急的に避難する場所として市内の公園やゴルフ場など

８か所を広域避難場所に指定してきました。 

この広域避難場所について、人口増加や都市構造の変化等を踏まえ、平成２９年１月より現状の課題や新規

指定の考え方、新規指定候補地等について検討を行いました。この検討結果を踏まえ、広域避難場所の見直し

を行い、広域避難場所を２１か所に指定拡大しました。 

 広域避難場所の見直し結果の概要 

（１）既存の広域避難場所 

 ア 市内８箇所を大規模延焼火災からの避難先として広域避難場所に指定。 

 イ ６箇所が昭和５０年、１箇所が昭和５９年の指定であり、当初指定から４０年が経過。 

（２）社会環境の変化 

  指定当時と比較し、社会環境が次のように変化。 

ア 人口が１．６倍、世帯数が２．３倍に増加 

 イ 農地、山林等の土地利用が ５０％から２５％に減少 

（３）既存の広域避難場所の課題 

 ア 広域避難場所の周辺に木造家屋が増え、安全面積※が減少 

イ 南部、西部、中央部で１人当たりの避難面積が不足 

ウ 避難距離が長い（２ｋｍ以上となる） 

エ 河川を横断した避難が必要 

オ 津波警報等が発表されている場合、市中央部に避難者が集中 
 

※安全面積：周辺で延焼火災が発生した際の輻射熱の影響を計算し 
た結果、避難場所となりうる面積 

（４）新規指定の基本的な考え方 

 ア 安全面積が概ね１０，０００㎡以上確保できる場所 

イ 原則として避難者１人当たり２㎡以上の避難面積 

ウ できる限り避難距離を２ｋｍ以内に 

エ できる限り河川や踏切を横断する必要がないように指定 

オ 市中央部にできる限り避難場所を確保 

（５）広域避難場所の見直し結果 

   

広域避難場所を指定拡大した結果、広域避難場所は既存の８か所から２１か所となりました。 

 

 

 

 

 

 

広域避難場所の状況 見直し前 見直し後 変更内容 

指定数 ８か所 ２１か所 １３か所の増 

合計使用可能面積 1,578,706㎡ 1,906,263㎡ 327,557㎡の増 

収容定員 789,340人 953,050人 163,710人の増 

資料７ 



 

（６）新たな広域避難場所 

  （４）の新規指定の基本的な考え方をもとに、対象となる施設の管理者と協議を進め、新たに次の下線

の施設を大規模な火事からの避難場所となる広域避難場所に指定しました。 

 
名称 ※下線・ゴシック体が新規指定箇所 使用可能面積 収容定員 

1 
中央公園、市役所、市民文化会館、総合体育館、電源開発、
市体育館、梅田小学校、梅田中学校 

83,347㎡ 41,670人 

2 茅ヶ崎公園 23,257㎡ 11,620人 

3 
県立茅ケ崎高校、京急茅ヶ崎自動車学校、ＴＯＴＯ茅ヶ崎工
場、真如苑湘南支部 

44,926㎡ 22,460人 

4 湘南カントリークラブゴルフ場 552,352㎡ 276,170人 

5 スリーハンドレッドクラブゴルフ場 460,244㎡ 230,120人 

6 茅ヶ崎ゴルフ倶楽部、浜須賀小学校 120,262㎡ 60,130人 

7 県立茅ケ崎西浜高校、太陽の郷、西浜中学校 38,767㎡ 19,380人 

8 県立茅ケ崎里山公園 134,377㎡ 67,180人 

9 県立茅ケ崎北陵高校 35,381㎡ 17,690人 

10 鶴が台小学校、鶴が台中学校、鶴が台保育園、鶴が台団地 123,448㎡ 61,720人 

11 円蔵小学校、円蔵中学校、円蔵スポーツ広場、県立鶴嶺高校 44,731㎡ 22,360人 

12 赤羽根中学校 11,330㎡ 5,660人 

13 湘南コランエナジー株式会社 20,396㎡ 10,190人 

14 田端スポーツ公園 52,666㎡ 26,330人 

15 県立茅ケ崎養護学校 13,967㎡ 6,980人 

16 浜之郷小学校 9,163㎡ 4,580人 

17 平塚総合グラウンド、平和学園グラウンド 21,303㎡ 10,650人 

18 衛生研究所 5,801㎡ 2,900人 

19 中島中学校 14,137㎡ 7,060人 

20 柳島スポーツ公園 59,581㎡ 29,790人 

21 汐見台小学校、県立湘南汐見台公園、松下政経塾 36,827㎡ 18,410人 

合  計 1,906,263㎡ 953,050人 

※指定候補地の選定にあたっては、市外も含め概ね 10,000㎡以上の場所を抽出し、安全性の検討を行いました。 

※現在、土地利用を検討中等の施設については、動向に注視し、引き続き指定の拡大に努めていきます。 

 

（７）今後の主なスケジュール 

  ・８月以降 順次、避難標識を設置 

 

 

 

 

 

 

 

避難標識の作成例 

避難所 避難所兼避難場所 避難場所 


